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ギインガ・ナニヲ・キイタノカ・ケイカヲ・ゴランクダサイ

一般会計  9,006万5,000円を増額補正

　核家族化や地域のつながりが薄くなり、子育ての
知識や経験を伝え、活用することが難しくなってい
ることから、シニア世代を対象に開催される「子育
て応援団育成講座」の費用として計上。

問 講座開催場所や回数は。

答 ２世代・３世代同居世帯の多い地域や、地域のネッ
トワークがある地域などを考慮し、３回程度を予定
している。

　社会福祉のため寄附金を、社会福祉事
業基金に積み立てるもの。

問 これまでの基金活用事例は。

答 平成27年度は吉田シニアセンタートイ
レの洋式化、また27・28年度は広報紙
の音声訳のパソコン購入など、寄附をい
ただいた趣旨を生かし、高齢者や障がい
者のために使わせていただくもの。

燕
市国民健康保険
　税条例の一部改正

　医療費高騰による赤字続きの国保会計
正常化のため改正。

問 改定による税収の増加はあるか。

答 ７月の本算定で1,130万円増が見込まれる
が、減額世帯数の増による差し引きで、
880万円の増加を想定している。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
５
項
目

旧燕工業高校
請負契約の締結

　広域型特別養護老人ホーム（100床）建
築のため解体。

問 当初５億8,431万円の予算計上だったが、
３億7,908万円での契約となった理由は。

答 市街地でないために解体が容易であり、今
回は予定価格の70.12％で落札できた。

こうなります・こうなりました

問 選定委員会の構成や委員謝金の金額と、何回
の開催を想定しているか。

答 児童福祉・幼児教育の学識経験者や、法人組
織の財務分析ができる知識人のほか、児童委員・
保護者代表・まちづくり協議会代表・園長会代
表の計９人である。謝金は学識経験者・知識人
それぞれ１万５,000円、その他は５,000円で４
回の選定委員会を想定している。

問 今後も順次保育園の民営化を進めていくとう
たっているが、最終的には全部民営化に移行
させていくのか、その方向性については。

答 「適正配置実施計画」では、各地区内に1～２
園の民営化を進めると明記しているが、現段階
では、全ての保育園を民営化することは考えて
いない。

　市は、「燕市幼稚園・保育園適正配置実施計画」を基に、燕市立つぼみ保育園と吉田西大田保育
園の２園を民営化する計画を示した。これにからみ受け手となる事業者の選定を行う「事業者選定
委員会」開催に伴う委員謝金などを計上。

| | | |

３ページには
政務活動費も

児童福祉
総務費

社会福祉費
基金積立金

ピックアップ

１

ピックアップ

２

ピックアップ

４
ピックアップ

５

ピックアップ

３

６
月
定
例
会
の

提
出
議
案
か
ら

25万1,000円　〔子育て支援課〕

90万円　〔健康づくり課〕

地 

域子育て応援団
　育成事業委託料

1,070万円　〔社会福祉課〕

燕市立つぼみ保育園
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会派別交付状況（平成27年４月～平成28年３月） 単位：円

　政務活動費とは、日本における地方議員が政務
調査研究等の活動のために支給される費用です。
　政務活動費の詳細は、各自治体の条例により定め
られており、議会の会派または議員に対して支給さ
れます。交付額や交付方法については、自治体によ
り異なりますが、共通している正当な支出は議員活
動の範囲に関係する書籍等の購入費、議員研修会に
参加するための費用、先進地視察の諸経費などです。

　燕市議会の場合、交付額は会派（所属議員が１人
の場合を含む）に対して、会派の所属議員数に月額
１万2,000円、12ヵ月分を
一括して交付しています。
　なお、残額がある場合
は返還することになって
います。

シッテクダサイ・ギカイノ・コト

会　派　名
会派議員数

内　訳

輝翔会 大河の会
市民
クラブ

日本共産党
議員団

公明党
議員団

スワロー
クラブ

流水舎
（H27.9まで）

山﨑光男 タナカ・
キン 田辺　博 合計

（＝議員数）

８人 ３人 ３人 ３人 ２人 ２人 （２人）
１人

（H27.10から
  無所属へ）

１人
（H27.10から
  無所属へ）

１人 24 人

収
入
の
部

政務活動費交付額 1,152,000 432,000 432,000 432,000 288,000 288,000 144,000 72,000 72,000 144,000 3,456,000

雑入（預金利息） 69 27 16 58 31 11 0 0 3 16 231

会 派 等 負 担 額 0 15,468 0 0 0 268 0 8,304 0 0 24,040

合計① 1,152,069 447,495 432,016 432,058 288,031 288,279 144,000 80,304 72,003 144,016 3,480,271

支

出

の

部

調 査 研 究 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研 修 費 1,111,334 447,495 339,588 17,860 129,260 288,279 0 78,460 0 88,050 2,500,326

広 報 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55,760 55,760

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 210 0 40 0 250

資 料 購 入 費 0 0 0 74,644 0 0 73,639 1,844 63,711 0 213,838

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 13,928 0 0 0 0 0 0 13,928

合計② 1,111,334 447,495 339,588 106,432 129,260 288,279 73,849 80,304 63,751 143,810 2,784,102

　差引（①－②） 40,735 0 92,428 325,626 158,771 0 70,151 0 8,252 206 696,169

政務活動費返戻金 40,666 0 92,412 325,568 158,740 0 70,151 0 8,249 190 695,976

預金利息戻し入れ 69 27 16 58 31 11 0 0 3 16 231

公開しています

今、話題
の

議会ホームページでは平成19年度からの政務活動費の収支報告を見ることができます
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一 般 質 問17名の
議員が
聞いた

タクサンノ・コトヲ・キキマシタ

ひとくちメモ… 一般質問の人数に制限はありません。１人当たりの質問時間は30分以内です。
　　　　　　　質問を行う議員は、事前に「こんな質問をします」という通告を書面で行います。
　　　　　　　本会議における質問の順番は受け付け順となっています。

1. 第２次燕市総合計画について

柳川　隆 議員
（市民クラブ）

10P
No.12

白井丈雄 議員
（輝翔会）

5P
No.2

1. 総務行政について
2. 教育行政について

1. 自転車利用者の安全対策について
2. 空き家対策について
3. 市民の安心・安全について

渡邉雄三  議員
（公明党）

5P
No.1

1. アクティブシニア活躍のために
2. 生涯学習活動からボランティア
活動へつなげるには

3. 犯罪抑止のために
4. 人権教育について
5. 高齢者の利用しやすい環境を
求めて

山本知克 議員
（大河の会）

6P
No.3

1. Ｂ型肝炎ワクチンについて
2. 食品ロスの対策について
3. 定住人口増戦略について

樋浦恵美 議員
（公明党）

9P
No.9

堀　勝重  議員
（輝翔会）

7P
No.5

1. 平成28年度市政方針について

塙　豊 議員
（スワロークラブ）

7P
No.6

1. 福祉政策について
2. 教育問題について
3. 産業問題について

1. 大河津分水路の拡幅工事につ
いて

2. 国道116号交差点改良事業に
ついて

3. 県央大橋西詰周辺地区の予算
について

4. 旧燕工業高校跡地利用について

土田　昇 議員
（日本共産党）

8P
No.7

1. 地方をとりまく景気動向と産
業の振興について

2. 教育環境整備の促進について

宮路敏裕  議員
（日本共産党）

11P
No.13

1. 新教育長に新任の感想について
2. 少子化対策について

齋藤信行 議員
（大河の会）

9P
No.10

1. 教育行政について
2. 産業史料館の再生について
3.（仮称）観光交流センター等整
備運営事業について

タナカ・キン  議員
（無所属）

13P
No.17

1. 市長の政治姿勢について
2. 教育現場の振興策について
3. 防犯・消費者保護対策の推進に
ついて

大岩　勉  議員
（スワロークラブ）

12P
No.16

1. 国民健康保険の都道府県単位
化問題について

2. 利用者、議会をないがしろにす
すめる公立保育園の民営化につ
いて

長井由喜雄 議員
（日本共産党）

12P
No.15

藤井秀人 議員
（市民クラブ）

11P
1. 都市計画について
2. 観光の振興について

No.14

1. 福祉施策について
2. 人材活用について
3. 産業史料館について

小林由明 議員
（輝翔会）

6P
No.4

1. 燕市の今後10年を見据えた燕
マラソンの拡充と、交流・応援
（燕）人口の増加について

山﨑光男 議員
（スワロークラブ）

8P
No.8

1. 安全・安心で暮らせるまちづ
くりを推進するにあたり

2. 農業情勢について

山﨑雅男 議員
（輝翔会）

10P
No.11

! ６月議会では、17名の議員が質問に立ちました。

全質問項目は下記のとおりです。５ページからの本文は、

質問をした議員本人が要約して執筆しています。

イッパンシツモンデ・ギインガ・グット・チカクナル
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地
域
住
民
の
不
安
解
消

に
つ
い
て

問
特
定
空
き
家
等
の
基
準
ま
で
は

い
か
な
い
が
、
管
理
不
全
な
ど

で
地
域
住
民
が
防
犯
・
環
境
等
で
困
っ

て
い
る
も
の
や
、
不
安
に
思
っ
て
い
る

空
き
家
に
対
し
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
特
定
空
き
家
に
至
ら
ず
、
さ
ら

に
所
有
者
不
在
の
場
合
、
相
続

等
の
権
利
関
係
が
複
雑
で
あ
っ
た
り
、

債
券
な
ど
の
利
害
関
係
者
が
い
る
な
ど

で
、
市
で
も
関
与
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
。
し
か
し
、
指
摘
の
よ
う
な
事
例
の

場
合
に
限
っ
て
は
、
条
例
に
則
の
っ
と
り
所
有

者
不
在
に
よ
る
告
知
を
行
っ
て
、
当
面

は
シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど
の
緊
急
安
全
措

置
を
施
し
、
少
し
で
も
市
民
の
不
安
要

素
の
解
消
と
、
安
心
・
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
近
年
、
全
国
的
に
自
転
車
が
歩

行
者
に
衝
突
す
る
な
ど
、
自
転

車
側
が
加
害
者
に
な
る
事
故
に
よ
り
、

高
額
な
損
害
賠
償
請
求
事
例
が
発
生
し

て
い
る
。

　
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
極
め

て
困
難
な
状
況
に
陥
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
自
転
車
通
学
を
許
可
す
る
際
の
ヘ

問
い
ろ
い
ろ
な
附
属

機
関
の
中
で
、
幾

つ
も
の
委
員
を
兼
ね
て
い

る
人
が
い
る
が
、
負
担
で

は
な
い
か
。
近
隣
市
の
現

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
各

審
議
会
の
中
で
は
、
目
的

が
達
成
さ
れ
て
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
い
ろ
い
ろ
な
審
議
会

が
あ
る
が
、
社
会
情
勢
等

か
ら
必
要
性
が
低
下
し
、

形
骸
化
し
て
い
な
い
か
。

答
現
在
、
51
機
関
に

５
４
５
名
を
委
嘱

し
、
当
て
職
と
し
て
１
３

４
名
が
該
当
し
て
い
る
。

市
の
附
属
機
関
の
設
置
基

準
は
、
市
長
就
任
時
に
課

題
点
と
し
て
、
再
任
の
制

限
や
併
任
数
、
女
性
の
積

極
的
な
登
用
や
会
議
の
公

開
な
ど
に
つ
い
て
、
県
の

基
準
を
参
考
に
し
て
つ
く
っ
た
。現
在
は
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
潟
・
三
条
市
は
３
つ
、
長
岡
・

見
附
市
は
併
任
の
制
限
が
な
か
っ
た
。

　

整
理
・
統
合
は
年
の
途
中
で
も
進
め

て
お
り
、
平
成
23
年
度
に
は
廃
止
８
機

関
、
社
会
情
勢
等
の
関
係
で
３
機
関
の

合
計
11
機
関
を
整
理
し
た
。
近
々
に
１

機
関
を
廃
止
す
る
予
定
で
あ
り
、
議
会

に
も
諮
っ
て
い
る
。

問
学
校
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
３
月
に
終

わ
っ
た
が
、
各
校
へ
の
県
通
知
は
徹
底

さ
れ
た
の
か
。
市
教
育
委
員
会
で
の
実

質
的
な
反
省
点
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
の
か
。
教
育
委
員
会
は
今
後
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
、
ど
う
指
導
し

て
い
く
の
か
。

答
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活

用
し
て
、
業
務
の
削
減
な
ど
を

行
っ
た
。
市
か
ら
の
通
知
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
県
通
知
で
徹
底
す
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
、
19
時
を
退
勤
の
目
途
と
す

る
こ
と
や
年
休
消
化
に
努
め
、
意
識
改

革
を
図
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

道
半
ば
で
は
あ
る

が
、
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

る
。

総務行政と教育行政について

ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
と
同
様
に
、
保
険

加
入
を
条
件
に
す
べ
き
と
思
う
が
、
い

か
が
か
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

生
活
を
守
る
こ
と
も
、
教
育
委

員
会
の
義
務
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
引
き
続
き
交
通
安
全
教
室

等
で
保
護
者
へ
保
険
加
入
に
つ
い
て
の

啓
発
を
進
め
な
が
ら
、
保
険
加
入
義
務

化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

特定空き家に至らない空き家

多忙化解消アクションプラン

白井丈雄  議員（輝翔会）

地
域
住
民
の
不
安
解
消

渡邉雄三 議員（公明党）

イッパンシツモンデ・ギインガ・グット・チカクナル
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小林由明 議員（輝翔会）

シ
ニ
ア
世
代
、あ
と
20
年

を
生
き
抜
く

問
「
楽
し
そ
う
に
健
康
教
室
や
友

達
と
買
い
物
に
出
か
け
る
妻
の

姿
を
横
目
に
、
何
か
し
な
く
て
は
と
思

う
が
、
こ
れ
ま
で
仕
事
が
中
心
の
人
生

だ
っ
た
。退
職
後
、急
に
環
境
が
変
わ
っ

て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な
く

日
々
淡
々
と
過
ご
し
て
い
る
」。
な
ん

と
も
っ
た
い
な
い
。
知
識
や
経
験
豊
か

な
シ
ニ
ア
世
代
か
ら
社
会
参
加
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
高
齢
化
が
進
み
将

来
に
不
安
を
持
ち
生
活
し
て
い
る
、
そ

ん
な
声
も
珍
し
く
な
い
。
生
活
の
困
り

ご
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
発
掘
の

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
市
民

参
画
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答
今
年
度
後
半
に
40
歳
以
上
を
対

象
に
、
高
齢
者
と
介
護
保
険
関

係
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
。
対
象

と
な
る
年
齢
層
に
近
く
、
項
目
の
補
完

や
設
問
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
対
応
は

可
能
と
考
え
る
。

問
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
し
た
生

涯
学
習
講
座
も
多
い
が
、
学
習

経
験
を
生
か
し
て
、
社
会
活
動
に
つ
な

げ
る
方
は
１
割
に
も
満
た
な
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
に
共
鳴
し
、
専
門

問
10
年
後
の
平
成
37

年
に
は
、
65
歳
以

上
高
齢
者
の
約
３
人
に
１

人
、
約
１
３
０
０
万
か
ら

１
４
０
０
万
人
が
、
認
知

症
患
者
と
そ
の
予
備
軍
と

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

認
知
症
へ
の
施
策
は
、
社

会
保
障
制
度
を
支
え
る
現

役
世
代
へ
の
支
援
と
も
言

え
、
認
知
症
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
今
後

は
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答
介
護
施
設
の
整
備

を
着
実
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
認
知
症
の

方
や
介
護
す
る
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
へ
の
、
認
知
症
の
方
へ
の
声
か
け
訓
練

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
地
域
で
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
空
き
家
等
を
活
用
し
、
軽
度
認

知
症
の
方
の
お
世
話
を
お
願
い

で
き
る
場
の
設
置
を
、
住
民
と
の
協
働

に
よ
り
実
現
で
き
な
い
か
。

答
空
き
家
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

介
護
予
防
の
面
か
ら
利
用
で
き

る
か
ど
う
か
、
今
後
関
係
課
と
連
携
し

研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
福
祉

事
業
所
と
、
民
間
事
業
者
と
の

交
流
や
結
び
つ
け
の
機
会
を
積
極
的
に

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
福
祉
事
業
所
と
民
間
事
業
者
に

よ
る
交
流
や
結
び
つ
け
に
つ
い
て

は
、
自
立
支
援
協
議
会
で
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社会の持つ潜在的資源の活用を！

的
な
資
格
や
経
験
を
持
つ
人
か
ら
も
参

画
を
募
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

答
男
性
を
対
象
に
し
た
地
域
活
動

デ
ビ
ュ
ー
講
座
を
、
燕
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
本
年
９
月
よ

り
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
学
習
の
成

果
を
積
極
的
に
還
元
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、「
我
が
町
の
達
人
」
や
「
ま
ち
の

先
生
」
等
の
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
再
構

築
を
図
り
、
地
域
や
団
体
か
ら
の
活
用

を
進
め
る
。

「つばめキャンドル」では、障がいを持
つ方による繊細で鮮やかなデザインの
キャンドルが製作販売されている

山本知克  議員（大河の会）

ミヂカナ・モンダイヲ・ギインガ・キキマス
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変
化
に
対
応
す
る
農
業
の

振
興
に
つ
い
て

問
①
新
た
な
産
業
振
興
部
に
よ

る
、
燕
農
産
物
の
販
路
拡
大
、

農
商
工
の
連
携
に
よ
る
施
策
及
び
事
業

等
や
強
化
、
支
援
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み　
②
燕
青
空
即
売
会
に
お

い
て
、
産
業
振
興
部
の
支
援
に
よ
り
、

一
般
農
家
の
方
々
が
生
産
し
た
農
産
物

等
を
出
店
し
、
販
売
し
て
み
て
は　
③

新
潟
市
南
区
の
果
樹
農
家
で
経
営
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
々

を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
等
を
開
催
し

て
み
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

答
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国

の
米
政
策
の
見
直
し
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
方
向
性
、
厳
し
い
環
境
が
待
ち
受
け

て
お
り
、
農
商
工
業
、
観
光
の
施
策
の

連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
産
業
振
興
部

長
に
は
「
部
長
目
標
宣
言
」
を
立
て
て

も
ら
い
、「
農
商
工
の
連
携
、
新
た
な
事

業
の
構
築
」
に
つ
い
て
宣
言
し
た
。
今

後
は
、
燕
に
お
け
る
商
工
業
の
強
み
を

農
業
の
分
野
に
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

な
が
ら
、
産
業
全
体
で
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

問
現
在
、
第
６
期
目

の
高
齢
者
介
護
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
介
護
施
設
の
設
置

要
望
に
追
い
つ
く
施
設
整

備
は
難
し
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
は

高
齢
者
を
介
護
す
る
人
材

不
足
も
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
施
設
整
備
が
で
き
て

も
、
そ
れ
を
運
営
、
維
持

す
る
人
材
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
、
入
所
希
望
を
満

た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

介
護
施
設
で
働
く
方
の
待

遇
問
題
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、
今
後
予
想
さ

れ
る
超
高
齢
化
に
向
け
、

人
材
の
確
保
・
待
遇
改
善

は
当
然
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
方
策
を
用
い
て
人
材

の
確
保
を
図
る
の
か
聞
き

た
い
。

答
就
労
支
援
策
と
人
材
の
掘
り
起

こ
し
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ

り
、
現
認
者
向
け
資
格
取
得
研
修
費
用

の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
な
ど
の
介
護

人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
む
。
介
護
の

仕
事
に
若
い
こ
ろ
か
ら
関
心
や
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
中
学
生

の
職
場
体
験
や
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
介
護
と
い
う
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
取
り
組
み
も
検
討
す
る
。

超高齢化社会に向けた介護人材確保

を
進
め
て
い
き
た
い
。
①
は
、
２
課
に
ま

た
が
る
部
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。
②
は
、
メ
イ
ン

通
り
の
枝
道
に
農
産
物
エ
リ
ア
と
し
て

出
店
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。
③
は
、「
若

手
、
女
性
農
業
者
支
援
事
業
」
の
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
提
案
し

た
い
。

堀　勝重  議員（輝翔会）

超高齢化社会に向けた介護人材確保

塙　豊  議員（スワロークラブ）

ミヂカナ・モンダイヲ・ギインガ・キキマス
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旧
県
立
燕
工
業
高
校
の

跡
地
利
用
は

問
旧
燕
工
業
高
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
ま
も
な
く
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
買
入
価
格
１
億

５
３
５
８
万
３
０
０
０
円
で
買
い
求
め

た
が
、
そ
の
と
き
も
い
ろ
い
ろ
と
問
題

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
跡
地
利
用
と
し
て
県
立
武

道
館
の
誘
致
に
失
敗
し
、
そ
れ
以
後
、

事
業
者
提
案
制
度
も
結
果
的
に
実
現
で

き
ず
、
今
回
６
月
議
会
で
の
説
明
に
よ

れ
ば
、
解
体
費
用
３
億
７
９
０
８
万
円

で
合
計
５
億
３
２
６
６
万
３
０
０
０
円

の
一
般
財
源
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
。市
長
は
、い
ま
一
歩
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
認
識

に
つ
い
て
伺
う
。

答
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
工
事
が

終
わ
っ
た
後
に
若
者
が
集
う
場
所
に
」

と
の
審
査
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
施
設
の

充
実
を
願
う
要
望
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
校
舎
棟
第
３
棟
・
４
棟
に
つ

い
て
は
、
当
面
第
１
棟
・
２
棟
に
一
時
保

問
今
年
の
第
27
回
燕

マ
ラ
ソ
ン
を
実
際

に
走
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

工
夫
の
余
地
や
改
善
点
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
来

年
以
降
、
も
っ
と
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
に
支
持
さ
れ
る

大
会
に
し
て
い
く
た
め
に

も
、
現
行
の
レ
ー
ス
全
体

を
見
直
し
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
大
会
に
で
き
な
い
か
。

答
３
年
後
の
第
30
回

記
念
大
会
に
向
け

て
、よ
り
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

に
愛
さ
れ
支
持
さ
れ
る
大

会
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
、

教
育
委
員
会
か
ら
い
ろ
い

ろ
企
画
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
昨
今
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
長
い
距
離

ほ
ど
人
気
が
あ
る
。
燕
市

に
も
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
れ
ば
今
よ

り
は
る
か
に
多
く
の
参
加
者
が
全
国
か

ら
来
燕
し
、
本
市
の
地
域
活
性
化
効
果

が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
開
催
し
て
ほ

し
い
が
。

答
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
コ
ー
ス

な
ど
の
見
直
し
を
含
め
、
さ
ら
に
魅
力

的
な
大
会
と
な
る
よ
う
研
究
し
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
燕
マ
ラ
ソ
ン
大
会
会
場
に
飲
食

ブ
ー
ス
や
物
販
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
、
分
水
お
い
ら
ん
道
中
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
に
育
て
、
燕
市
の
文
化
を
広

く
市・県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。

答
今
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
燕

市
体
育
協
会
・
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー

プ
に
業
務
を
委
託
し
、
一
層
大
会
が
盛
り

上
が
っ
た
。今
後
は
こ
の
大
会
を
通
し
て
、

燕
市
の
特
色
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
、
工
夫
を
図
り
た
い
。

燕マラソンを拡充して、来燕者増を

管
し
て
あ
っ
た
遺
跡
資
料
の
置
き
場
と

し
て
当
面
活
用
し
つ
つ
、
旧
燕
工
業
高

校
の
設
立
の
経
緯
、
あ
る
い
は
県
か
ら

譲
渡
を
受
け
た
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

跡
地
に
ふ
さ
わ
し
い
利
活
用
の
仕
方
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

市
民
の
便
益
に
応
え
、
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧燕工業高校とグラウンド 土田　昇 議員（日本共産党）

燕マラソンを拡充して、来燕者増を

山﨑光男 議員（スワロークラブ）

イッショニ・ツバメシノミライヲ・カンガエマセンカ

当日は悪天候にもかかわらず、533人の
ランナーが完走した
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食
品
ロ
ス
対
策
、定
住

人
口
増
戦
略
に
つ
い
て

問
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。「
飲
食
店
で
残
さ
ず
食
べ
る
運

動
」
の
展
開
等
、
市
民
・
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
だ
が
、

考
え
を
伺
う
。

答
「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
は
飲
食

店
で
多
く
、
宴
会
時
に
お
け
る

食
べ
残
し
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
県

内
外
の
自
治
体
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
進
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

本
年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
ゼ

ロ
歳
児
を
対
象
と
す
る
、
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
10
月
か
ら
の
定
期
接

種
化
に
つ
い
て
、
燕
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答
９
月
末
に
対
象
者
全
員
に
個
人

通
知
を
発
送
す
る
。
そ
の
他
、

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
実
施

医
療
機
関
で
は
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行

い
、
周
知
を
図
る
予
定
で
い
る
。

問
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る

た
め
、「
東
京
つ
ば
め
い
と
事

業
」を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、

問
少
子
化
対
策
事
業

の
実
施
状
況
に
つ

い
て
、
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
や
意
見
・
要
望
等

は
あ
る
か
。

答
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
は
、
対
象
年

齢
な
ど
の
参
加
要
件
に
つ

い
て
、
ま
た
独
身
の
お
子

様
を
お
持
ち
の
親
御
さ
ん

か
ら
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
予
定
や
そ
の
内
容

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
参
加
要
件
に
見
合
う

市
や
燕
縁
の
会
な
ど
の
出

会
い
応
援
団
の
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
婚
活
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
い
て
は
、
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
そ
の
中
で
は
、
開
催
回
数
の
増
加
・

企
画
の
多
様
化
・
対
象
年
齢
の
拡
大
や

女
性
に
対
す
る
事
前
講
座
の
開
催
な
ど

へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
は
、
実
行
委
員
会
の
中
で
一
つ

ひ
と
つ
検
討
し
、
よ
り
よ
い
婚
活
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
新
教
育
長
に
、
燕
市
の
教
育
に

対
す
る
思
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
私
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
夢
の
実
現
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
し
、

例
え
ば
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
人
材
・

地
域
社
会
や
産
業
の
発
展
を
担
う
人
材

な
ど
、
将
来
の
燕
や
新
潟
を
支
え
る
人

間
を
、
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

少子化対策事業について

松本市で取り組んでいる「30・10
運動」の啓発用コースター

婚活イベント「つばコンin恋花火大会2016」
のポスター

齋藤信行 議員（大河の会）

人
口
増
戦
略
に
つ
い
て

樋浦恵美 議員（公明党）

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
首
都
圏
に
お
け
る
燕
市
出
身
の

若
者
の
参
加
を
募
り
、
52
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
内
企
業
が
開
催
す

る
就
職
説
明
会
に
足
を
運
び
、
地
元
就

職
へ
の
強
い
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

メ
ン
バ
ー
も
い
る
。
今
年
４
月
に
４
人
の

メ
ン
バ
ー
が
市
内
等
の
企
業
に
就
職
し
、

１
年
目
と
し
て
は
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ

る
と
受
け
と
め
て
い
る
。
今
後
も
事
業

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イッショニ・ツバメシノミライヲ・カンガエマセンカ
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空
き
家
・
空
き
地
活
用

バ
ン
ク
に
つ
い
て

問
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
た
粟
生
津
地
域
屈
指
の
名
門

で
あ
る
鈴
木
家
の
跡
地
に
、
空
き
家
等

の
地
域
貢
献
モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
小

規
模
多
機
能
施
設
「
長
善
の
さ
と
」
が

完
成
し
、
不
審
火
解
消
と
し
て
も
喜
ば

れ
て
い
る
が
、
空
き
家
・
空
き
地
の
所

有
者
登
録
申
し
込
み
数
と
活
用
申
し
込

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
空
き
家
・
空
き
地
活
用
バ
ン
ク
で

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
今
年
５

月
末
ま
で
の
累
計
登
録
数
は
、
市
内
所

有
者
46
件
、
市
外
所
有
者
33
件
の
計
79

件
。
活
用
申
し
込
み
数
は
市
内
26
件
、

市
外
18
件
の
合
計
44
件
で
、
う
ち
34
件

が
成
約
に
な
り
、成
約
率
は
77
％
で
あ
る
。

問
小
規
模
多
機
能
施
設
「
長
善
の

さ
と
」
の
よ
う
に
、
民
設
民
営

化
に
よ
る

施
設
等
へ

の
有
効
活

用
に
推
進

し
て
い
く

べ
き
と
思

う
が
。

問
活
動
人
口
増
戦
略

の
副
題
「
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
人
を
増
や
す
」。

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
把
握

す
る
の
か
。

答
活
動
人
口
と
い
う

の
は
「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
て

主
体
的
に
行
動
す
る
」。
そ

う
い
う
人
を
私
ど
も
は
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
人
た

ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
捉
え

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

健
康
づ
く
り
マ
イ
ス
ト
ー

リ
ー
運
動
に
参
加
す
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
主
体
的
に
取
り
組
み
を

す
る
な
ど
で
あ
る
。

問
国
や
県
の
施
策
で

は
、
人
口
問
題
や

人
口
減
対
策
が
あ
る
。
地

方
の
自
治
体
も
同
様
で
、

ど
こ
も
「
人
口
増
戦
略
」

な
ど
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
と
思
う
か
。

答
全
体
と
し
て
、
ほ
か
の
２
つ
に
人

口
は
増
や
せ
る
と
思
う
。
だ
か

ら
人
口
増
で
あ
る
。

問
２
つ
目
の
活
動
人
口
増
戦
略
、

３
つ
目
の
交
流
・
応
援
人
口
増

戦
略
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
分

か
る
が
、
そ
れ
は
人
口
問
題
と
関
係
が

な
く
、
自
治
体
が
恒
常
的
に
や
る
必
須

事
項
だ
と
思
う
が
。

答
人
口
は
総
合
戦
略
で
あ
る
の
で
、

全
て
に
お
い
て
や
る
中
で
、
人
口

減
少
の
問
題
に
対
し
て
も
寄
与
す
る
べ

き
だ
。

問
こ
の
「
３
つ
の
人
口
増
戦
略
」

と
「
日
本
一
輝
く
燕
市
を
目
指

し
て
」
は
、
市
長
が
立
案
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
共
通
点
が
あ
る
。
１
、
奇
を

て
ら
う
。
２
、仰
々
し
い
。
３
、ト
リ
ッ

ク
的
、
マ
ジ
ッ
ク
的
レ
ト
リ
ッ
ク
を
使

う
。
４
、
意
識
の
錯
覚
が
受
け
手
に
生

じ
る
。
こ
の
４
点
を
ど
う
思
う
か
。

答
奇
を
て
ら
う
意
識
は
全
く
な
い
。

３つの人口増戦略について

答
「
長
善
の
さ
と
」
は
、
諸
条
件

が
合
致
し
た
極
め
て
ま
れ
な

ケ
ー
ス
で
、
全
国
に
誇
れ
る
事
例
。
今
後

も
空
き
家
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
た

い
。問

障
が
い
児
者
・
介
護
施
設
等
や
、

若
い
世
代
の
移
住
希
望
者
に
着

目
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
の
あ
り
方
等
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
・
視
点
で
市
民
に
喜

ば
れ
る
よ
う
な
施
設
の
利
活
用
を
お
願

い
し
た
い
が
。

答
具
体
的
施
設
利
活
用
に
つ
い
て
、

庁
内
検
討
委
員
会
で
検
討
し
た

い
。問

富
永
地
域
で
若
い
世
代
が
意
欲

を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
み
、

農
地
集
積
・
集
約
化
に
向
け
て
圃
場
整

備
を
切
に
願
っ
て
い
る
が
、
中
断
の
理

由
は
。

答
国
道
１
１
６
号
吉
田
バ
イ
パ
ス
と

の
関
係
で
手
順
を
踏
み
、
市
と
し

て
期
成
同
盟
会
を
立
ち
上
げ
、
国
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
体
制
を
整
え
た
い
。

増えてきた空き家

市のホームページ・広報に掲載

柳川　隆  議員（市民クラブ）

空
き
家
・
空
き
地
活
用

山﨑雅男  議員（輝翔会）

ツギノ・ギカイハ・クガツ・デス
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就
学
援
助
制
度
の
一
層
の

充
実
を

問
国
の
貧
困
対
策
大
綱
で
は
、
地

方
自
治
体
に
「
貧
困
対
策
」
の

計
画
の
策
定
を
う
た
っ
て
い
る
。
就
学

援
助
制
度
は
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。
市

は
、学
校
と
も
連
携
を
と
っ
て
周
知
し
、

目
配
り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ

の
上
で
課
題
は
あ
る
の
か
。

答
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

下
旬
か
ら
２
月
上
旬
ま
で
、
学

校
を
通
じ
て
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら

せ
と
申
請
書
を
全
児
童
生
徒
に
配
布
し

て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育

て
ガ
イ
ド
、「
広
報
つ
ば
め
」
２
月
１
日

号
に
も
掲
載
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

周
知
方
法
や
申
請
な
ど
に
つ
い
て
、
今

の
と
こ
ろ
要
望
な
ど
は
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
と
も
学
校
と
連
携
し
て
、

十
分
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

問
新
入
学
児
童
生
徒
の
い
る
家
庭

に
と
っ
て
、
３
月
は
制
服
や
カ

バ
ン
な
ど
学
用
品
の
特
別
出
費
が
あ

る
。
就
学
援
助
の
費
目
に
あ
る
「
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
は
、
現
在
７

月
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期

が
３
月
で
あ
れ
ば
、
家
庭
に
と
っ
て
は

問
国
上
山
周
辺
や
大

河
津
分
水
の
観
光

発
信
の
新
た
な
具
体
的
施

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
国
上
山
周
辺
の
観

光
発
信
で
は
、
昨

年
の
ト
イ
レ
改
修
に
続
き
、

今
年
度
は
道
の
駅
・
国
上

の
改
修
を
行
い
、
食
堂
な

ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
金

属
加
工
製
品
の
販
売
な
ど

誘
客
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

新
設
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

良
寛
・
大
河
津
分
水
路
な

ど
の
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
。
弥
彦
村
と
の
広

域
連
携
会
議
で
も
、
首
都

圏
か
ら
の
誘
客
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
こ
の
地
域
を
発

信
す
る
。
さ
ら
に
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
、
長

岡
市
な
ど
12
の
市
町
村
と

連
携
し
た
歴
史
・
自
然
・
行
政
視
察
な

ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
広
域
観
光
周

遊
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
、
域
内
へ
の
来

訪
者
の
増
加
を
図
り
た
い
。

問
空
き
家
対
策
と
並
行
し
て
、
ま

ち
な
か
再
生
を
考
え
て
い
る
の

か
。答

空
き
家
対
策
の
庁
内
委
員
会
を

４
月
に
立
ち
上
げ
、
特
に
ま
ち

な
か
の
空
き
家
・
店
舗
の
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
る
。
２
ヵ
年
で
居
住
機
能

や
医
療
福
祉
な
ど
の
立
地
適
正
化
計
画

を
つ
く
り
、
ま
ち
な
か
再
生
に
取
り
組

み
た
い
。

問
環
境
変
化
に
伴
う
転
用
の
見
直

し
や
土
地
利
用
方
針
の
ゾ
ー
ン

の
見
直
し
も
可
能
か
。

答
農
振
以
外
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
許
可
さ
れ
る
が
、
農
地
法
な

ど
の
改
正
で
農
振
除
外
は
以
前
よ
り
か

な
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

国上山・大河津分水のさらなる発信

助
か
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
願
い
で
あ

る
。
新
潟
市
で
は
中
学
校
入
学
時
の
支

給
時
期
を
、
３
月
に
前
倒
し
す
る
改
善

措
置
を
行
っ
た
。児
童
生
徒
の
学
習
権・

進
学
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

同
じ
措
置
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
の
支
給
は
、
課
税
状

況
等
の
確
認
後
の
７
月
に
実
施
し
て
い

る
。
全
県
的
に
は
入
学
後
に
支
給
す
る

市
町
村
が
多
い
が
、
入
学
前
の
支
給
が

可
能
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。就学援助費目の一部抜粋

国上山にある千眼堂吊り橋

国上山・大河津分水のさらなる発信

藤井秀人 議員（市民クラブ）

宮路敏裕 議員（日本共産党）

ツギノ・ギカイハ・クガツ・デス



12

T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

つばめ市議会ノートブック
No.44（６月定例会号）

公
立
園
民
営
化
強
制
に

保
護
者
は
不
信
感

問
つ
ぼ
み
、吉
田
西
太
田
保
育
園
の

民
営
化（
案
）が
議
会
に
示
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
、保
育
園
利
用
の
当
事
者
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
・
地
域
や

そ
こ
で
働
く
保
育
士
・
議
会
を
も
な
い

が
し
ろ
に
し
、「
施
設
の
老
朽
化
」
な
ど
、

一
方
的
に
当
局
の
都
合
の
い
い
民
営
化
の

理
由
、選
定
理
由
を
連
ね
て
い
る
も
の

だ
っ
た
。「
６
月
末
に
説
明
会
、７
月
に
事

業
者
に
要
項
を
配
布
」
と
い
う
、強
引
な

民
営
化
押
し
つ
け
の
ひ
ど
い
内
容
だ
が
。

答
少
子
化
に
よ
る
園
児
数
の
減
少
・

老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
整
備
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
適

正
配
置
実
施
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の

統
廃
合
や
幼
保
の
一
体
化
・
公
立
保
育

園
の
民
営
化
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も

こ
の
計
画
を
進
め
て
い
く
。
計
画
で
も

「
各
地
区
１
〜
２
園
の
民
営
化
を
目
指
し

ま
す
」
と
記
載
し
て
い
る
。「
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
」
と
い
う
部
分
は
誤
記
だ
。

問
こ
れ
で
は
「
市
民
は
言
わ
れ
た

こ
と
を
聞
き
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
。
市
民
は
納
得
し
な
い
。
私
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
な
ぜ
公
立
保
育

園
を
吉
田
南
小
学
校
区
か
ら
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」「
既
に
改
築
済

問
公
民
館・体
育
施
設・

文
化
施
設
な
ど
の
使

用
料
見
直
し
は
さ
れ
る
の

か
。
小
中
高
生
や
文
化
サ
ー

ク
ル
活
動
者
・
高
齢
者
に
よ

る
健
康
教
室
に
対
す
る
減

免
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
防
災
無
線
の
チ
ャ

イ
ム
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
「
み
ん

な
つ
ば
め
の
こ
ど
も
」な
ど
、

分
か
り
や
す
い
音
楽
に
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
「
社
会
教
育
施
設
使

用
料
見
直
し
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
て
課
題
や

論
点
を
検
討
し
、
減
免
基
準
の

整
備
を
図
り
、ま
と
ま
り
次
第
、

議
会
や
利
用
団
体
に
説
明
す

る
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
ほ
か
の

曲
を
聴
き
た
い
と
の
声
も
あ

る
の
で
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問
学
校
運
営
に
外
部
人
材
を
活
用

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
対
策

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
高
校
再

編
計
画
案
で
、
分
水
・
吉
田
高
校
が
対

象
で
あ
る
が
、
存
続
に
向
け
た
行
動
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
選
挙
啓
発
活
動

と
し
て
「
共
通
投
票
所
」
の
設
置
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
応
援
団
事
業
の
実
施
と
、

地
域
の
人
材
を
活
用
し
学
校
支

援
を
し
て
い
く
。
燕
市
内
の
高
校
が
統

廃
合
さ
れ
な
い
よ
う
作
戦
を
練
っ
て
い

く
。「
共
通
投
票
所
」
は
、
今
後
の
検
討

事
項
と
す
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助
拡
大
と
、

悪
質
電
話
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

答
現
在
33
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
最
大
限
の
支
援
を
し
て

い
く
。
警
察
と
連
携
し
、
特
殊
詐
欺
被

害
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

公民館・体育館など使用料見直し検討

み
（
一
昨
年
３
億
８
０
０
０
万
円
余
の
市

費
投
入
）
の
西
太
田
保
育
園
を
民
営
化

す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
」「
な
ぜ
、
つ

ぼ
み
な
の
か
。
考
え
る
材
料
の
提
示
も

な
し
に
民
営
化
な
ど
と
言
わ
な
い
で
ほ

し
い
」
等
、
親
は
不
安
と
不
信
感
で
い
っ

ぱ
い
だ
。
こ
の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

答
公
と
私
立
と
い
う
部
分
で
大
き

な
差
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。

長井由喜雄 議員（日本共産党）

る
の
で
前
向
き
に
検
討
す
る
。

公民館・体育館など使用料見直し検討

大岩 勉 議員（スワロークラブ）

イッパンシツモンデ・ギインガ・グット・チカクナル

現在の公立保育園に不満はありますか？
①不満はない 39人 75%
②多少不満 11人 21%
③不満だ 0人 0%

現時点で「民営化」に賛成ですか？ 反対ですか？
①賛成する 0人 0%
②反対する 23人 44%
③どちらとも言えない 9人 17%
④説明を聞かないと判断できない 20人 38%

（回答数両園合計52名）

民営化についての緊急アンケート（長井実施）
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   タクサン・シサツニ・キテイタダキマシタ

4月25日 【産業建設常任委員会】市内視察
5月13日 【市民厚生常任委員会】市内視察
5月20日 【総務文教常任委員会】市内視察
5月26日 【議会運営委員会】行政視察（～27日）
5月30日 会派代表者会議
6月 8日 議会運営委員会・議会報等特別委員会
6月 9日 全員協議会・議員協議会・会派代表者会議
6月13日 議会報等特別委員会
6月16・17・
20・28日 本会議

6月22日 総務文教常任委員会
6月23日 市民厚生常任委員会
6月24日 産業建設常任委員会

6月28日 議会運営委員会・全員協議会・議会運営委員会・
タブレット端末の操作研修会・受賞祝賀会

7月 4日 【産業建設常任委員会】行政視察（～６日）
7月 5日 【市民厚生常任委員会】行政視察（～７日）

7月11日 【会派「輝翔会」】行政視察（～13日）
議会報等特別委員会

7月13日 【会派「大河の会」「スワロークラブ」】行政視察（～
15日）

7月27日 【総務文教常任委員会】行政視察（～29日）

5月18日 千葉県柏市議会会派「柏清風」行政視察

5月27日 栃木県真岡市議会「議会活性化等検討委員会」行
政視察

7月 1日 千葉県成田市議会「建設水道常任委員会」行政視察

7月 2日 青森県八戸市議会会派「公明党」「自由民主・市
民クラブ」「きずなクラブ」行政視察

7月 5日 山形県河北町議会「総務産業常任委員会」行政視察

7月13日 愛知県みよし市議会「総務協働委員会」行政視察
滋賀県草津市議会会派「草政会」行政視察

7月21日
神奈川県横浜市議会「市民・文化観光・消防委員
会」行政視察
群馬県千代田町議会「総務文教常任委員会」行政視察

7月25日 神奈川県茅ヶ崎市議会会派「絆ちがさき」行政視察

7月27日 岐阜県各務原市議会「市議会だより編集委員会」
行政視察

7月28日 京都府向日市議会会派「新政クラブ」行政視察

議会日誌 　主な動きをお知らせします 視察の受け入れ

箱
物
で
う
ま
く
い
っ
て

い
る
例
は
な
い

問
県
央
大
橋
西
詰
周
辺
地
域
整
備

基
本
計
画
策
定
懇
談
会
が
、
平

成
26
年
８
月
か
ら
平
成
27
年
６
月
ま
で

７
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
地

場
産
セ
ン
タ
ー
）
が
道
の
駅
と
な
る
と

い
う
情
報
を
受
け
、
委
員
の
反
応
や
意

見
は
。

答
地
場
産
セ
ン
タ
ー
が
道
の
駅
に

登
録
申
請
し
た
こ
と
で
、
こ
ち
ら

は
よ
り
明
確
な
差
別
化
を
図
り
、
相
乗

効
果
を
上
げ
る
べ
き
と
の
意
見
で
あ
る
。

問
懇
談
会
の
議
事
録
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
と
こ
ろ
、
産
業
史
料
館
の

重
要
性
や
目
的
を
理
解
し
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
意
見
が
多
数
見
ら
れ
る
が
。

答
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
か
れ
た

と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
る
。

問
委
員
は
地
場
産
セ
ン
タ
ー
を
視

察
さ
れ
た
か
。

答
懇
談
会
の
中
で
の
視
察
は
な
い
。

問
物
産
ス
ペ
ー
ス
は
農
産
物
の
直

売
と
合
わ
せ
て
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
だ
が
、
地
場
産
セ
ン
タ
ー
物

産
館
の
ス
ペ
ー
ス
は
。

答
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
聞
い

て
い
る
。

問
聞
い
て
き
た
が
、
８
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
部
長
も
地

場
産
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
話
を
聞
い
て

い
な
い
。
国
上
道
の
駅
に
は
農
産
物
の

直
売
所
が
あ
る
が
。

答
懇
談
会
の
視
察
先
と
し
て
、
国

上
の
道
の
駅
に
行
っ
て
い
な
い
。

問
申
し
わ
け
な
い
が
、
物
事
を
進

め
る
と
き
の
考
え
方
が
全
く

な
っ
て
い
な
い
。
農
産
物
直
売
所
の
ス

ペ
ー
ス
は
。

答
資
料
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
。

地場産センター内の物産館
タナカ・キン 議員（無所属）
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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

議
案
番
号
等

議
決
結
果

合　計 輝翔会 大河の会 市民クラブ 日本共産党 公明党 スワロークラブ 無所属
堀
　
　
勝
重

白
井
　
丈
雄

吉
田
　
勝
利

小
林
　
由
明

中
山
　
眞
二

山
﨑
　
雅
男

中
島
　
清
一

大
原
　
伊
一

山
本
　
知
克

丸
山
　
吉
朗

齋
藤
　
信
行

柳
川
　
　
隆

藤
井
　
秀
人

渡
邉
　
広
宣

宮
路
　
敏
裕

長
井
由
喜
雄

土
田
　
　
昇

樋
浦
　
恵
美

渡
邉
　
雄
三

塙
　
　
　
豊

大
岩
　
　
勉

山
﨑
　
光
男

タ
ナ
カ
・
キ
ン

田
辺
　
　
博

賛
成
反
対
棄
権

補正 55 可決 17 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 棄 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
条例 54 可決 19 4 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
請願 1 可決 20 3 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※○は賛成、●は反対、欠は欠席、棄は棄権。なお、議長（中島清一）は採決には加わらない。

各議員の賛否 　賛否が分かれた上表の網かけ（　　）の議案等について、議員別に賛否を公表します。

◎は全会一致、○は賛成多数、△は継続審査、×は否決６月定例会の議決結果

　網かけ（　　）は賛否が分かれた議案等です。
下表もごらんください。
　議案番号 54・55 については、討論もあり
ました。詳しくは議会ホームページをごらん
ください。

番　号 件　　　名 審議
結果

報告

3 専決処分の報告について（燕市税条例の一部改正） ◎

4 専決処分の報告について
（燕市国民健康保険税条例の一部改正） ◎

5 専決処分の報告について
（燕市立幼稚園条例の一部改正） ◎

6 専決処分の報告について
（平成27年度燕市一般会計補正予算（第10号）） ◎

補正
予算 55 平成28年度一般会計補正予算（第1号） ○

条例

53
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ
いて

◎

54 燕市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について ○

その
他

51 契約の締結について（旧燕工業高校解体工事） ◎

52 契約の締結について
（燕市中央公民館増築（建築）工事） ◎

番　号 件　　　名 審議
結果

同意

3 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

4 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

5 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

47 副市長の選任について ◎

48 監査委員の選任について ◎

49 教育委員会委員の任命について ◎

50 教育委員会委員の任命について ◎

請願

1 燕市でのサッカーにおける環境整備を求める請願 ○

2 少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書の採択を求める請願書 ◎

発議 2 少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書 ◎

の審査結果請願 ６月定例会に提出された請願２件に
ついて審査しました。

30人学級の実現を求める請願 燕市でのサッカーにおける
環境整備を求める請願

請願理由（要旨）
１．ＯＥＣＤ諸国並みの教育環境を整備
するため、30人以下の少人数学級とすること。

２．教育の機会均等、水準の維持・向上を図るため、
義務教育費の国庫負担制度を２分の１に復元す
ること。

※採択された請願は、総理大臣はじめ関係大臣に燕市議会
の意見として送付しました。

請願者
新潟県教職員組合県央支部
執行委員長　吉田　豊
燕 班 班 長　岡島祐次

請願者
燕市大曲3015番地
　一般財団法人燕市体育協会
　　会長　柴山義榮

燕市富永417-14
　燕サッカー協会
　　会長　板屋健二朗

燕市小池5143番地
　燕市の子供達のサッカーを支援する会
　　代表　青柳修次

採択
全会一

致

採択
賛成多

数

ダ
レ

デモ・ダセマス・セイガン・チンジョウ
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視察レポート

市民厚生常任委員会（5/13)

視察先…ワークセンター「やすらぎ」、高齢者生活支援施設「長善のさと」、
つばめ療育館、特別養護老人ホーム「ときわ燕」

　今年４月に開所した「つばめ療育館」では、発達障害のある子どもを対象
として児童発達支援・放課後等デイサービス・障がい児相談支援などのサー
ビスを提供しています。その特色の１つが、保健師の町村純子さんが考案し
た「まちむら式」による身体調和支援とのこと。近年対象児童は増加傾向に
あり、早期発見と早期療育が大切。専門職員は「新生児から丁寧に発達の質
を見て改善する子育て方法の支援の必要性を感じます。気づいた時点で対応
すれば改善できないものはない」と話していました。

総務文教常任委員会（5/20)

視察先…燕こども園、中央公民館、小池中学校、吉田アーチェリー場、　　
粟生津体育文化センター、分水総合体育館

　燕保育園は建築後41年、燕西幼稚園は37年が経過していることから、燕
保育園舎を増改築し２つの園を統合した「燕こども園」が４月に開園しました。
園児と保育士が安心し、いきいきと過ごせるこども園であると感じました。
　また、生涯学習活動の拠点としての中央公民館は、避難所機能の充実も図
るため、耐震補強の改修を行いました。平成28年度は老朽化の著しい勤労
青少年ホームを取り壊し、利用ニーズの高い軽運動場や調理室・防災備蓄庫
などが増築されます。

産業建設常任委員会（4/25)

視察先…西蒲原排水中央管理所、市営住宅緑町団地、大河津分水路右岸高
水敷、道の駅「国上」トイレ施設、藤次郎ナイフギャラリーほか

　西蒲原排水中央管理所は、西蒲原一帯の用・排水を24時間体制で集中管
理しており、現在の日本に名だたる穀倉地帯の水利の中心であるばかりでは
なく、近年多発する集中豪雨時にも威力を発揮し、地域を水害の被害から守
る施設です。
　大河津分水路右岸堤防対策事業では、大河津分水右岸高水敷工事で発生
する残土を利用して、堤防の強

きょうじんか

靱化を行うとの説明を受け、最後に「藤次郎
ナイフギャラリー」を視察しました。

燕こども園

つばめ療育館

西蒲原排水中央管理所

２名の議員が表彰
全国市議会議長会及び北信越
市議会議長会から表彰されま
した。議員在職25年以上

田辺　博 議員
議員在職15年以上
渡邉広宣 議員

市内

常任委員長からの報告です



、

市 日 編
燕地区の３・８市に買い物に来た
みなさんにお話を伺ってきま
した。

市民の市民の

議会が　 近くなる議会が　 　　　　　　 近くなるもっと
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　時の移ろいは早いもので、２年の任期で今号を除くと、
あと１号の発行のみとなりました。細やかな約束事がある
定例会の一般質問や、全員協議会・各常任委員会での発言
と違って、個室での編集作業は毎号「侃

かん

々
かん

諤
がく

々
がく

」「談
だん

論
ろん

風
ふう

発
はつ

」で編集委員冥利に尽きるものでした。
柳川　隆

“閑
しずか

さや岩にしみ入る蝉の声”。昔は、夏になると「ジー
ジー」「ミーンミーン」…と、うるさいくらい鳴いて
いたものでした。今では、アレッと思うほど静かです。
幼虫は土の中で７年暮らすそうですが、道路や家が
建ち、地上に出るに出られないのかも…。
“土の中では何万のセミのとむらいするだろう”

今号の表紙

スマートフォンやタブレット端末からアクセスできます

玉
たまはし

橋 久
ひさ

子
こ

さん（中央通３丁目）
　市

いち

日
び

にはよく買い物に来ます。安くて新鮮なことや、店
主と昔ながらの顔なじみなことで、市

いち

の買い物は楽しみの
一つです。最近は人出も少ないようですね。
　今、心配なことは、空き家が多いこと。犯罪行為や火
災のことを考えると不安になります。もう１つは、介護施
設の待機者の多いことでしょうか。どこの施設も満杯です
し、年金のことを考えると、少しでも安い所を利用したい
と思わざるを得ません。

小
こ

泉
いずみ

 澄
すみ

枝
え

さん（殿島１丁目）
　市

いち

にはよく来ますよね。野菜や惣菜などが目当てですが、
顔なじみの農家の方のお店もあって、おしゃべりをしてき
ます。
　燕市議会ノートブックはいつも見ています。分かりやす
いんじゃないでしょうか。今、不便に感じるのは、市役所
が遠くなったことです。申請手続に本庁舎へ行くことがあ
りますからね。県立病院へは「きららん号」を使いますが、
帰りの時間に便がないのが残念です。これは改善してもら
いたいですね。

白
しらやま

山 不
ふ じ お

二雄さん
　　 栄

えい

子
こ

さん（花見）
　以前、駐車場があったときは今より来ていましたが、最
近は月１回くらいしか朝市に来なくなりました。困るのは、
車を停める場所がない上に、買い物の後、重い物を持っ
て歩かなければならず不便なことです。そして、アーケー
ドはやはりあったほうがいいと思います。
　ノートブックは、たまに目を通す程度です。燕市に一番
期待したいのは、もっと商店街を活性化してほしいという
ことですね。

次
回
定
例
会
は
９
／
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（
月
）
開
会
予
定
で
す

ここ いずみいずみ すみすみ ええ

市
いち

でのおしゃべりが
楽しい

白
しらやましらやま

山山 不不
ふ じ おふ じ お

二雄二雄

駐車場を整備して

上
うえはら

原 由
ゆ み こ

美子さん（秋葉町３丁目）
　上越市から移って来て10年が経ちます。
　市

いち

が立つ３と８のつく日に勤めの休みが当たると、月に
１～２回買い物に来ます。目当ての店では、きんぴらごぼう・
漬け物・季節の山菜などを買うことが多いですね。主人と
二人暮らしなので少量で売られているのが助かります。
　議会報を読んだことはありません。市への要望は、労
災病院に行く「スワロー号」の本数をもっと増やしてほし
いです。今は40分かけて歩いて行っています。

目当ての店に
行くのが楽しみ

たまはしたまはし ひさひさ ここ

店主とは昔ながらの
顔なじみ米

よねやま

山 邦
くに

子
こ

さん（白山町３丁目）
　主人が亡くなり、もうじき四十九日の法要になるの
で、美容室に来たついでに市

いち

に寄ってみました。主人
が元気なときはよく一緒に来ていました。最近は看病
し通しだったので、広報や議会だよりはたまに読む程
度でした。今は娘と一緒ですが、孫が消防士になりた
いと勉強中で、それが張り合いです。
　年金問題などいろいろとありますが、世の中がいろ
んな事件で荒

すさ

んできています。選挙のときばかり良い
ことを言わずに、もっと明るい社会にしてもらいたい
ですね。

よねやまよねやま くにくに

美容室に来た
ついでに……


